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トピックスわこう市からの
お知らせ！！

●駅出張所 ☎ 467-2446・2447　業務時間／日〜土曜日 8:30 〜 17:15
　（取扱い業務：戸籍関係証明書の発行、住民票・印鑑登録証明書の発行、市税の納入等）

「アンダーパス冠水」
に想う!おるご～る

男女共同参画
わこうプラン推進委員だより わこうプラン推進委員

大河内 茂美人権文化課　☎424-9088

　6月25日の集中豪雨は、かつて経験した
ことのない風雨でした。このときの和光
市駅西側の東上線下のアンダーパス（潜
り抜け式道路）の冠水には、ビックリ仰天
しました。そして、続く翌週には今度は大
型の8号台風です。幸いこの地域は無事で
したが、各地に被害をもたらしました。最
近の地震の状況も気になります。震度4
〜5弱程の地震が、北海道や東北地方に起
こっており、巨大地震への不安感は増すば
かりです。毎日クスリを離せず、年齢もウ
ン十ウン歳となった筆者も、いわば「準災
害弱者」。とにかく、大災害が起こらぬこと
を祈るばかりです。
　災害と言えば、3年前にインタビューし
た際の元千葉県知事の堂本暁子氏（男女
共同参画と災害・復興ネットワーク代表）
のコトバが思い出されます。その年の「お
るご〜る」は、災害がテーマでした。堂本氏
は、多忙の中を筆者など推進委員のインタ

ビューにも気さくに応じてくださいまし
た。お話の中で、「防災対策に女性の視点
あるいは男女共同参画の視点が必要」と
力説され、「男女共同参画の進んでいる地
域は、災害に強い地域だ」と強調されてい
たのが、印象的でした。
　恥ずかしながら、以前は災害対策と言え
ば「腕力のある男」の仕事で、「男がマネジ
メントする分野」だと誤った考えを持って
いました。目からウロコでした。
　避難所の運営や復旧時の役割分担、復
興施策、経済的支援などの企画決定など
に、男性のみの参加では不適切あるいは不
公平な結果に陥りがちです。女性の参加と
登用が必要です。3.11の直後から何回と
現地を往復された堂本氏から発せられた
コトバでしたので、説得力がありました。
　「災害弱者」となる日が近付きつつある
筆者もつくづくと、男女共同参画推進で

「地域力の向上」を願っております。

No.
182

『男女共同参画苦情等処理窓口をご利用ください!』
「市の男女共同参画推進施策や男女共同参画の推進に影響を及ぼす施策への苦
情」や「セクハラや男女共同参画を阻害する人権侵害の相談」をお受けします。

人権文化課 ☎424-9088

　和光市市民参加条例が施行さ
れて今年で10年になりました。条
例が制定された当時は市民参加を
総合的に制度化した先進事例とし
て注目され、市民参加は大いに盛
り上がりました。条例の理念であ
る「協働による自治の推進」による
「住みよいまち」づくりは和光市の
市政運営の大きな推進力となって
きました。
　ところが、最近、市民参加の件数
が全体的に減少しています。市民
参加では委員会や審議会への一
般公募委員の参画、パブリックコ
メントへの意見の提出が大きな役
割を占めますが、委員の応募状況
としては、定員内の応募しかない
ケースが多く、定員を超えてもせ
いぜい1名オーバーです。パブリッ
クコメントも応募ゼロや一桁の応
募数というケースが大半を占めて

います。
　もちろん、これらは数が多けれ
ばいいというわけではありませ
ん。しかしながら、制度を作る際に
は多くの方の目に触れれば内容を
ブラッシュアップすることが可能
ですし、制度や施策の運用におい
ては、関係者をはじめとする多く
の方々のご意見を常に参考にしな
がらより良い仕事ができるであろ
うことは言うまでもありません。
　市役所も市民参加の呼びかけ
を原則として広報に掲載するとと
もに、ホームページをはじめとす
るメディアを使ってより手厚い告
知を心がけています。皆様には、ぜ
ひ、遠慮することなく、気軽に市民
参加の第一歩を踏み出していただ
ければと思います。市民参加のご
意見が条例や制度を動かした事例
は枚挙に暇がありません。

やってみよう!
市民参加

和光市長
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古
紙
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ど
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収
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紙
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す
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近
年
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紙
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の
高
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な
ど
に
よ
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ご
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集
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所
か
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源
物
を
持
ち
去
り
す
る

業
者
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増
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し
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お
り
、
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回
収
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は
年
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う
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去
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を
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携
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追
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す
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去
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。
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０
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②
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③
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④
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の
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去

り
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跡
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ま
す

平
成
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度 

小
地
域
福
祉

活
動
支
援
事
業（
後
期
分
）

オータムジャンボ宝くじ
1等：3億3,000万円×13本

（発売総額390億円・13ユニットの場合）
前後賞各：3,000万円×26本

（発売総額390億円・13ユニットの場合）

発売期間／9月19日（金）〜10月10日（金）
抽選日／10月17日（金）
＊ この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに

使われます。
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、地
区
内
に
土
地
を

所
有
し
て
い
る
人
及
び
借
地
権
を
有

し
て
い
る
人
は
、縦
覧
期
間
中
に
名
簿

に
記
載
の
漏
れ
又
は
誤
り
が
あ
る
場

合
に
は
、異
議
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
9
月
2
日（
火
）～
9
月
15
日（
月
）

（
土
日
を
含
む
）
8
時
30
分
～
17
時

15
分

縦
覧
及
び
異
議
申
出
の
提
出
場
所

　
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
事
務

所
駅
北
口
土
地
区
画

　
整
理
事
業
事
務
所

　
☎
4
5
0

－

1
6
0
2

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

1
見
解
書
の
縦
覧
・
閲
覧

縦
覧
・
閲
覧
期
間
・
時
間

　
9
月
16
日（
火
）～
10
月
6
日（
月
）

　
※�

土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

　
9
時
30
分
～
16
時
30
分

縦
覧
・
閲
覧
場
所

　
市
役
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2
市
民
の
意
見
を
聴
く
会

⑴ 

日
時
／
11
月
5
日（
水
）13
時
30

分
開
始（
13
時
か
ら
傍
聴
券
配
布
）

⑵
場
所
／�

光
が
丘
区
民
ホ
ー
ル

⑶
傍
聴
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込
／
当
日
直
接
会
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へ
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公
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中
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と
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。
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25
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（
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容
／
1
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光
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様
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案
に
係
る
見
解
書
の
縦
覧
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と
な
る
ほ
か
、
道
路
標
識
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
を
見
づ
ら
く
し
、
交
通
事

故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
支

障
枝
等
に
起
因
す
る
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
樹
木
の
所
有
者
が
事
故
の

責
任
を
問
わ
れ
ま
す
。
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
、
市
民
が
安
心
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に
道

路
を
利
用
す
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た
め
、
剪
定
等
に
よ
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樹
木
の
適
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願
い
し
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す
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定
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